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伊賀説を主張する梅原、昭和の創作と言い切る表 

果たして観阿弥は楠正成の甥か 
＝ 上嶋家文書の評価をめぐり真っ向から対立する意見 ＝ 

 

2月例会テーマは、観阿弥と正行 

 産経新聞の楠木正成考特集＜第14部＞で、「観阿弥・

世阿弥に連なり」の見出しが躍った。（右写真） 

 2月例会のテーマは「観阿弥と正行」そのものズバリ。 

 果たして伊賀の上嶋家文書から発見された系図に載る

観阿弥は楠正成の甥説は本当なのか。しかし、調べてい

くと、そう簡単な話ではないことが分かった。実は、こ

の上島家文書の評価をめぐり真っ向から意見が対立して

いるのである。 

「観阿弥と正成」で伊賀説を主張した梅原猛 

 梅原猛は、自著「観阿弥と正成」の中で、上嶋家所蔵

文書の「観世系図」「観世福田系図」の発見は、今までの

能楽論に根本的な改変を迫るもので、観阿弥の母は楠正

成と姉弟で、観阿弥は正成の甥にあたるとして、以下、

旧来の能楽論を断罪する。 

― 能楽研究者の「上嶋家文書」に対する拒否と沈黙は、

このような「上嶋家文書」に記載された衝撃の事実をど

う受け止めてよいのか唖然としている状態から生じたこ

とであるとみてよかろう。 

 私は、この二つの事実を認めたら、観阿弥・世阿弥解

釈ひいては能楽解釈のコペルニ

クス的転回を行わざるを得ない

と思う。 

 私は全面的に表氏に論争を仕

掛けたいと思う。表氏の伊賀説

の否定は、観阿弥・世阿弥を正

しく捉える道を閉ざしてしまう

ものである。 

 明治42年、吉田東伍氏「世阿

弥十六部集」以来この伊賀説は疑われ、能勢朝次氏の「能

楽源流考」において、観阿弥の本拠を伊賀ではなく大和

かゑらじと かねて思ヘハ 梓弓 
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とする説が定着した。そして昭和49年、香西精氏の「観

阿弥生国論再検」と表氏のその説の全面的支持によって、

伊賀説は完全に息の根を止められてしまったのである。 

 私はここで、じっくり香西氏、そしてこの香西氏の論

を支持する表氏に反論したいと思う。 

表章「昭和の創作・伊賀観世系譜」で伊賀説否定 

 梅原猛の挑戦を受けた格好

の表章は、自著「昭和の創作・

伊賀観世系譜」を出し、その

中で、“梅原説は空論にすぎ

ない”そして“伊賀観世系譜

は後代作成の偽文書である”

と言い切る。 

 伊賀観世系譜は、明治 41

年発刊の「申楽談儀」第 23

条に現れる多くの固有名詞を

共有しており、少なくとも明

治42年以降の創作である。更には、昭和初期に学会に紹

介された「四座役者目録」を利用している等、昭和にな

って以降の編纂である可能性が極めて高い、と。 

― 観阿弥が故郷を奪われたというのは、香西精や私が

観阿弥伊賀出身説や伊賀創座説を否定したことを意味し

ており、それを批判して観阿弥伊賀出身説を蘇生させる

ことが本書（「観阿弥と正成」梅原著）の主眼であること

を暗示している。 

 あからさまな挑発を受けながら何の返答もしないので

は、梅原の意見に表が屈したかのように感じる人が出な

いとは限らない。能楽研究者全体への侮辱とも聞こえる

発言が含まれているのを放置するのも、仲間内では屈指

の古株となった身として無責任のように思われる。何ら

かの形で「観阿弥と正成」の梅原説が空論に過ぎないこ

とを明らかにしておく方がいいだろうと、考えを改めた。 

 伊賀観世系譜が後代作成のいわば偽文書であることを

明らかにすれば、そんな文書を信用し、最重視し、誇大

評価して話を展開している「観阿弥と正成」の内容がい

かに空疎であるか、梅原の「画期的芸能論」なるものの

実質の詭弱さがおのずと暴露されると考えたからであ

る。 

 伊賀観世系譜が創作されたのは、のちに本論で論述す

る事ながら、昭和10年代になってからの可能性が高い。 

 楠正成が観阿弥と叔父・甥の関係であるとする楠・観

世縁戚説や、鹿島守之助氏の生家たる播磨永富家と観世

家が縁戚だとの説、が、これまた近年の創作に過ぎない

ことにも詳しく論究するであろう。 

上嶋家文書、文学界に大きな影響 

 上嶋家文書の観世系図発見は、文学界にも多大な影響

を与え、楠正成と観阿弥に縁戚関係があることを前提に、

昭和 34 年、吉川英治が「私本太平記」を書くと、昭和

39年には、杉本苑子が「華の碑文」を発表するなど、そ

の影響は大きく拡がることとなった。 

☆ 名張市役所ホームページより ☆ 

 観阿弥は妻の出生地である名張市小波田で初めて猿楽

座（後の観世座）を建てました。 

 観阿弥は田楽や猿楽という歌舞が唯一の娯楽であった

時代に生きた猿楽師の一人で、元弘3年（1333）伊賀の

国に生まれました。（但し、大和盆地南部を本拠とする山

田猿楽の出身との説もあります） 

 幼名は観世丸、本名は清次といいます。伊賀の人とい

う説ですが、伊賀のどこで生まれたかははっきりしませ

ん。 

 学界でも問題になっている、上野の上島家の文書によ

れば、観阿弥は伊賀国阿蘇田（現在は名阪国道、上のイ

ンターチエンジ付近）の豪族、服部元成という人の三男

として生まれ、母は河内国玉櫛庄楠正成の兄姉という事

です。父の元成は上嶋家に生まれ、服部家を継いだので、

観阿弥の本名は、服部三郎清次になっています。 

（文責「四條畷楠正行の会」代表 扇谷昭） 

観世系図（「昭和の創作伊賀観世系譜」より転載） 


